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街の災害保険になる集合住宅の提案

日本は地震を含む大きな被害をだす自然災害がおこ

る国だ。

日々の生活では次の瞬間に何が起こるか分からない。

この建物は被災時に仮設住居として提供可能なスペー

スを備えて「保険」を空間で造ってある。仮設住居ス

ペースは被災時まで居住者専有スペースにプラスして

使えるフリースペースとして有効利用され建物購入時

の魅力や街の安心になる。

被災時は契約に従い速やかにスペース提供し、被災

者の仮設住宅として数年使用される。

一時避難所などから仮設住宅への入居が速やかにで

きれば、またはその人数が増えれば避難生活終了も早

くなるはずだ。

このプロジェクトをみることで、日々生きていく環

境から身を守るため

の備え、人との助け

合いの重要性につい

て考えるきっかけと

なることを願う。

作品展示の初日、千年に一度と形容される大規模な地震と津波が東日本を襲った。被

災地での過酷な生活、避難所や仮設住宅での心身疲弊が積み重なる中、隣家同士の風呂

の貸し借りや疏開先でのホームステイなど、市民の自然発生的な行動に心を取り戻す被

災者も徐々に増えてきているという。作者はそういった共助関係の利点を察知し、集住

計画に取り込んだ。いわば社会関係資本の資産化であり、これを平時に理解していたと

いう点で実に優れている。また、ここに表現されたのは控え目な、遠慮がちな空間であ

るが、それがかえって好印象を与える。これらの住宅の所有者も、非常時の一時利用者

も、日常的な落ち着きを得ることだろう。不動産を単なる私有財産としてしか捉えられ

ない者に、本作の魅力は分かるまい。我が国の住宅供給の将来像を示した提案である。
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